






この商品は、黒色（K100%）のオブジェクトに、オーバープリント処理を行います。
オブジェクトが重なっている場合、黒色が透けて印刷されます。
オーバープリント処理を避けたい場合は、黒色（K100%）に別の色（シアン1％など）を加えてください。

デザインデータ 仕上がりイメージ

オーバープリントについて

データ入稿前のチェックポイント

【文字・オブジェクトについて】
・全ての文字は、アウトライン化をしてください。
・線の太さは、0.2pt 以上にしてください。線の太さが0.2pt 未満の場合、一律0.2ptに変換されます。
・パターンが使用されている場合、分割・拡張をしてください。
・全てのアピアランスを分割してください。
・後白版オブジェクトは、カラー版オブジェクトよりも-0.1mm オフセットにしてください。
・非表示オブジェクトは、印刷されません。
・不透明マスクのリンクを、設定してください。リンクが切れてる場合、移動させるとオブジェクトが付いてきません。

【色について】
・カラーモードは、CMYKにしてください。
・4色ベタ（C100％/M100％/Y100％/K100％）は、しないでください。
※意図的にリッチブラックを使用する場合は、C40％/M40％/Y40％/K100％を推奨します。
・インキ総量の上限基準は、350%です。
・黒（K100％） は、自動的にブラックオーバープリントに設定されます。
・製版時にエラーとなるため、属性の塗り・線のオーバープリントのチェックを外してください。
・パレットの未使用項目を削除して下さい。

【画像について】
・リンク画像は埋め込みしてください。ただし、eps・ai は 埋め込まないでください。
※ リンクされた状態で、Ai 上で拡大縮小されている場合、 埋め込むことで線の太さが変わることがあるため。
・画像解像度は、原寸で約300 ～ 350dpiを推奨します。
・画像のカラーは、CMYKにしてください。

【その他について】
・テンプレートの情報（線・説明文・レイヤーなど）は、移動・削除をしないでください。
・お使いのバージョンで、保存してください。　



デザイン（画像・イラストなど）に白色がある場合、素材は透明なので、白色を印刷する必要がなります。
白を印刷するためのデータ（白版データ）を、「先・後白版」レイヤーに作成します。

白版（白引き）とは

白版の作成方法について

白版データを、デザインデータと同じ大きさで作成する場合、印刷時のズレによって、白がはみ出る恐れがあります。
白版データのサイズは、デザインデータの「-0.1mm」内側にしてください。
 また、白版データの色は、黒（K100％）にしてください。

デザインデータと白版データを重ねたときの見え方
※分かりやすいように、白版データを前面にしていますが、本来は白版データが背面になります。

デザインデータ 白版データ(デザインデータの「-0.1mm」内側・K100 %）

「白版を入れたいデザインをコピー」→「前・後白版レイヤーにペースト」→
「メニューバー」→「オブジェクト」→「パス」→「パスのオフセット『-0.1mm』」→
「元のパスを削除」→「白版データの色を、黒（K100％）にする」

詳しい作成方法

白版データの様々なパターン

白版について

白版データ 仕上がりイメージ

全面に白を引くと透けにくくなります

文字・デザイン以外は透けます

白版データ 仕上がりイメージ

全面に白を引かないと全て透けます

白を引かない部分は透けます

仕上がりイメージ白版データ

白版データ 仕上がりイメージ


